
M
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シ
ャ
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ン
テ
1
エ
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つ
の
ル
ソ
ン
・
ド
・
テ
ネ
ブ
レ
 

デ
ヴ
ォ
ー
 

”
未
曜
H

の
た
め
円
筆
1

め
テ
t
‘
ブ
レ
＼
i
2
0
 
聖
 

末
臨
】
め
た
め
の
第
l
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テ
t
プ
レ
U
1
2
し
・
聖
春
山
 

叫
H
の
た
め
の
第
l
の
テ
●
プ
レ
U
l
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2

婆
下
9
曲
 

ク
ル
ト
・
ヴ
、
ト
「
ー
（
パ
ス
）
／
ホ
ワ
ー
ド
・
ク
ル
1
 

ク
（
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ノ
ー
ル
）
誼
 

ル
イ
デ
ヴ
十
ー
指
揮
／
ム
ジ
カ
‘
ボ
・
フ
十
ニ
カ
 

●
R

加
E
I
5
3
'
1
5

(2

れ
昭
】
￥
‘
、
・
《
0
 

エ
ラ
・
l
ー
の
代
表
的
名
盤
を
選
り
寸
ぐ
っ
た
 

エ
ラ
ー
ト
C
D
 

l 

ベ
ス
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
＼
 

全
1
0
牧
●
”
」
月
加
日
発
売
へ
5
せ
●
是
賢
整
舞
中
〈
5
啓

 

戸
裂
」
「
 

ゃ世一 

‘
 

「戸、 

ユ
ー
ウ
ー
（
【
ノ
ル
ー
】
γ
ル
イ
ー
デ
ヴ
才
ー
で
プ
ノ
ー
 

．
‘
認
響
移
」
」
1
1
譲
噌
 

パ

ツ

ハ

 

管
弦
楽
組
曲
第
2
番
＆
第
3
番
 

1
「” 

ジ
ョ
ン
ー
エ
》
オ
プ
ト
・
ガ
1
デ
ィ
ナ
‘
市
撤
 

一
思
 

イ
ギ
リ
ス
・
バ
ロ
ッ
ク
，
楽
団
 

師

、

．

ー

 
☆
デ
ジ
●
ル
”
音
 

D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
1
 

ス
タ
ー
バ
ト
・
マ
ー
テ
ル
 

ガ
上
T
イ
ナ
ー
 

l
 
z

り
ル
ラ
ッ
テ
ィ
 

ス
●
ー
〈
ト
・
つ
ー
テ
ル
．
 

h
、
，
川
ぜ
 

P

・F

！
カ
ヴ
7
7

リ
．
サ
ル
ヴ
・
ェ
・
レ
ジ
ー
十
一
「
あ
h
 

,

［

包

 

「
い
と
縄
し
」
つ
り
ア
を
た
た
え
よ
」
他
辛
‘
曲
 

1 

「
．
」
，
 

ジ
司
ン
《
エ
リ
オ
フ
ト
・
ガ
ー
デ
1
ナ
‘
揮
／
モ
ン
テ
 

・

甚

買

 
ヴ
ュ
ル
デ
ィ
合
唱
団
‘
1
,'J

ス・パロ7
●
昇
（
一
島
 

ヴ
ィ
ヴ
，
ル
ー
百
 

モ
テ
ッ
ト
集
 

ガ
ス
デ
ィ
ア
＆
シ
モ
ー
 

モ
テ
ッ
ト
「
激
L
く
正
L

い
怒
り
‘
て
つ
・
 
,
T

‘ート 

『
1
,

,

］

 

ニ
ォ
め
祝
日
の
た
カ
の
モ
テ
7
r
／
モ
テ
ン
ト
『
牧
叫
 

山 
角

，

J

 

に
歌
え
」
ノ
モ
テ
ソ
ト
「
面
の
恐
怖
の
長
い
苦
L
入」 

m
 
b

‘

 

チ
ェ
ナ
リ
γ
！
ガ
ス
デ
ィ
プ
（
ソ
ブ
ラ
ノ
〕
・
J

ク
ラ
ウ
デ
 

「
‘
一
〉
」
」
（
．
 

ィ
ォ
・
シ
モ
ー
ネ
曹
．
イ
‘
ソ
り
ス
ー
百
・
グ
干
不
テ
1
 

ヘ
ン
デ
ル
 

王
宮
の
花
火
の
音
楽
／
ハ
ー
 
協
奏
曲
 

ーー 

ー
複
協
炎
曲
第
2
7
番
 

！

ォ

L
ホ
ェ
協
奏
曲
第
1
0
番
 

」

！

 

・
」
ー
ャ
ン
4

フ
ラ
ン
ソ
ワ
‘
パ
ィ
ヤ
ー
ル
心
俸
 

ハ
イ
ヤ
ー
ル
富
再
管
井
】
一
団
他
 

●
 

皿
 

y
 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
 

「
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」
 

」
『
一
そ
ヴ
ェ
ル
ー
て
メ
ン
ト
第
1
7
番
 

ハ
ン
ガ
リ
ー
m
則
幻
想
曲
 

ラ
ン
パ
ル
 受

力
喜
び
．
愛
の
君
し
み
《
7
ヲ
イ
ス
う
ー
ー
ノ
小
犬
 

の
ワ
ル
ツ
《
シ
ョ
バ
と
ノ
月
の
光
（
ド
ピ
ュ
ッ
シ
l
〕 

／
ハ
ン
ヴ
り
ー
川
向
い
胤
）
曲
（
ド
ッ
ブ
ラ
ー
）
他
 

デ
ヴ
ォ
ー
 

1

1

 
I

l

J
、
 

・H

・フJ
・t

ッ
コ
【
ミ
サ
・
ソ
レ
去
ニ
ス
 

」
蹴
E
籍ー報 

凶r
い』」い・ 

シ
ュ
ッ
ツ
 

西
フ
ラ
ン
ド
（
●
東
プ
ン
サ
ン
プ
ル
 

ム
）
ン
力
‘
ポ
リ
フ
す
ニ
カ
 

●
R

皿
E
一
5
1
3
Y
3
 、
2
0
'
 

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
Q
暑
ば
し
き
降
誕
の
物
語
 

「r
】
フ
」
●
ー
 

H

・・ン亡J

ツ
・
オ
ラ
ト
リ
オ
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
 

.
，
 

喜
ば
し
‘
寿
基
の
物
叫
r
s
W
v
'
3
5

／
モ
テ
り
ト
 

一 

「 

さ
‘
‘
一
「
か
く
神
は
世
を
受
し
〈
'
7
」
s
w
v
3
B
O

他
 

一 
）一
 

し
U
、
、
 

ク
ル
ト
・
ヴ
ィ
ド
「
、
ー
（
バ
リ
ト
ン
〕
／
ペ
ル
ナ
デ
ッ
 

一
a
一

‘

い

 

ー 

ト
・
ヂ
グ
？
ン
（
ソ
ブ
・
ノ
〕
／
デ
1

で
フ
プ
ン
・
ク
 

一
二
」
』
・
「
「
ー
 

ル
ー
ネ
ン
ブ
ル
ク
『
ハ
ス
〕
／
ル
ー
v
占
ィ
ヒ
・
ヴ
ァ
ン
 

ー 

ー 

，

r
ソ
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・
ジ
ゼ
ゲ
ム
（
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ノ
ー
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》
他
 

《・L
‘
 

コ 
h

I

 

ル
イ
・
デ
ヴ
ォ
ー
m
揮
／
ブ
リ
ュ
ッ
七
ル
・
ス
コ
う
・
カ
 

、
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， 

ン
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ル
ム
／
ム
ジ
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・
ポ
リ
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ォ
ニ
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●
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2
E
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（
エ
ク
セ
レ
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‘
《
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ド
り
ー
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セ
I
ル〕 

エ
ラ
ー
h
］
ロ
ベ
ス
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・
コ
レ
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シ
ョ
ン
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発
胃
兄
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〈
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故） 

モ
ー
 
ァ
ル
ト
 

フ
ル
ー
ト
＆
ハ
ー
 

臨
奏
曲
／
ク
ラ
”
ふ
（
ツ
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協
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曲
 

シ
ャ
ン
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ー
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・
・
ソ
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“
《
フ
ル
ー
ト
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／
リ
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ー
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ラ
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キ
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‘
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・
、
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●
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ー

ツ

ァ
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ク

ラ

リ

末
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（
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ヘ
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弦
衆
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並
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ピ
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ノ

五

重
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＆
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ジ
『
・
イ
ユ
ポ
ー
（
ど
ア
ノ
】
／
ー
ィ
7
‘
ノ
ヴ
プ
叫
電
轟
 

ク
ー
 
ラ
ン
 

ク
ラ
ヴ
サ
ン
ル
〈
一
 

集

 

F

・っJ
ー
プ
？
ン
 
キ
ュ
テ
ー
ラ
島
の
枠
／
恋
の
在
う
〈
、
い
十
／
テ
J
〈
・
ト
，
 

ン
！
ク
／
フ
（
・
ノ
ス
の
「
，
リ
T
／
古
い
偉
大
h
み
‘
《
、
岨
合
”
‘
‘
」
伯
 

ロ
ぺ
ー
n
‘
ヴ
ュ
イ
”
ン
F
ラ
ク
●
ワ
（
ク
（
ヴ
サ
ン
）
 

●
R
3
2
E

・
？
ロ
‘
・
早
コ
、
2
0
0
 

と
、
ン
・
ビ
エ
ー
ル
・
ラ
ン
バ
ル
（
フ
ル
ー
ト
）
 

フ

ォ

ー

 

井
上
二
葉
（
ビ
ア
ノ
】
 

●
R
3
2
E

・
3
・
ー
・
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3
、
2
0
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ヴァイオリンを左石に配し，低強群の音力を押さえた響きは紐部まで明快に琢磨されている 

レ

ク

イ

ユ

ム

作
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ミ
シ
エ
ル
・
コ
”
ポ
指
押
／
べ
”
ン
”
島
叱
 

●
R
r

'
'
?
'
0
5

●
1

'
?
0

'
 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
レ
ヴ
ァ
イ
ン
と
ウ
ィ
ー
ン
ー
 

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
よ
る
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
 

／
交
響
曲
4
毒
で
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
没
後
一
一
 

百
年
の
一
九
九
一
年
の
完
成
を
日
措
し
て
願
調
 

に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
九
八
四
年
の
 

六
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
、
八
六
年
六
月
ま
で
に
 

十
曲
の
録
音
を
終
了
し
て
い
る
と
い
う
。
先
頃
、
 

そ
の
中
か
ら
第
ニ
九
番
や
第
三
一
番
「
バ
リ
」
 

女
ど
八
曲
を
収
め
た
三
枚
の
デ
ィ
ス
ク
が
発
売
 

さ
れ
、
そ
1
1
ら
左
試
聴
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
 

た
が
、
そ
の
演
奏
は
期
待
吐
皿
り
に
、
い
や
期
待
 

以
上
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
‘
 

ま
さ
に
正
鵠
を
得
た
 

レ
ヴ
ァ
イ
ン
の
起
用
 

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
大
 

い
に
定
評
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
ム
歯
お
 

成
功
は
、
八
曲
の
演
奏
を
き
い
た
だ
け
で
も
す
 

で
に
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
 

そ
の
成
功
の
鍵
は
、
何
よ
り
も
指
揮
者
レ
ヴ
ァ
 

イ
ン
の
起
用
に
あ
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
 

レ
ヴ
ァ
イ
ン
と
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
関
係
 

は
、
今
か
ら
十
年
ほ
ど
前
の
一
九
七
六
年
に
ザ
 

ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
で
は
じ
ま
っ
た
が
、
そ
の
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相
思
襲
の
信
醤
係
は
、
モ
ー
ツ
7

ル
ト
の
 

オ
ペ
ラ
の
」
ま
を
通
し
て
、
年
ご
と
に
深
ま
っ
 

て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
 

は
、
ま
ず
八
0
年
に
R
c
A

へ
の
オ
ベ
ラ
〈
魔
 

笛
〉
の
録
音
と
し
て
結
実
し
、
D
G
も
セ
レ
ナ
 

ー
ド
第
九
番
と
第
ニ
ニ
番
、
さ
ら
に
光
唄
車
一
 

し
た
バ
ー
ル
マ
ン
と
の
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
 

曲
ム
毒
ざ
を
レ
ヴ
7

イ
ン
に
ま
か
せ
て
い
る
。
 

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
が
、
彼
ら
の
最
も
得
意
に
 

し
、
ま
た
大
切
に
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
モ
ー
ツ
 

ァ
ル
ト
里
父
春
曲
の
初
の
ム
粛
木
録
音
に
同
意
し
 

た
の
も
、
勿
一
こ
う
し
た
レ
ヴ
ァ
イ
ン
と
の
実
 

績
身
曙
ま
え
て
の
こ
と
に
ち
が
い
な
い
。
そ
し
 

て
、
こ
の
選
択
は
、
ま
さ
に
正
鵠
を
得
て
い
た
 

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
‘
 

ご
存
知
の
よ
う
に
レ
ヴ
7

イ
ン
は
、
今
世
紀
 

最
良
の
モ
ー
ツ
7

ル
テ
ィ
ア
ン
の
一
人
で
あ
っ
 

た
ジ
ョ
ー
ジ
・
セ
ル
の
愛
弟
子
だ
が
、
モ
ー
ツ
 

ァ
ル
ト
の
録
音
に
は
意
外
な
ほ
ど
慎
重
な
態
度
 

を
と
っ
て
き
た
。
メ
ト
ロ
ボ
リ
タ
ン
歌
劇
場
の
 

音
楽
監
督
と
し
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ベ
ラ
に
 

は
同
年
4
」
の
指
揮
者
の
誰
よ
り
も
経
験
が
豊
富
 

な
は
ず
だ
が
、
こ
と
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
な
る
 

と
、
前
述
の
よ
う
に
八
O
年
の
〈
鷹
き
が
最
 

域
雄
帝
】
て
日
ー
t
琳
寄
い
の
（
」
）
(
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初
だ
っ
た
し
、
交
警
曲
も
八
一
年
に
シ
カ
ゴ
響
 

と
第
四
（
署
と
第
四
一
番
フ
ン
ュ
ピ
タ
ー
」
を
 

扱
菩
し
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
。
レ
コ
ー
ド
ム
豆
 

と
の
関
係
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
 

け
レ
ヴ
ァ
イ
ン
自
身
も
モ
ー
ツ
7
ル
ト
の
音
楽
 

を
大
切
に
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
し
、
モ
ー
ツ
 

7

ル
ト
を
録
音
す
る
な
ら
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
 

と
、
と
思
い
定
め
て
い
た
ふ
し
も
な
い
わ
け
で
 

も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
と
 

の
こ
の
4
詣
米
録
音
に
対
し
て
、
レ
ヴ
7
イ
ン
が
、
 

膚
揮
者
冥
利
に
尽
き
る
」
と
語
っ
て
い
る
の
は
、
 

い
つ
わ
ら
ざ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
 

ォ
・
‘
ノ
ス
ト
ラ
の
編
成
と
 

配
置
へ
の
目
配
り
 

そ
れ
だ
け
に
レ
ヴ
プ
イ
ン
は
、
こ
の
盤
日
に
 

慎
重
な
墨
衛
を
重
ね
て
き
た
に
ち
が
い
な
い
。
 

D
G

の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
こ
の
企
 

画
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
 

・
ポ
ー
ル
と
の
か
な
り
長
い
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
が
 

添
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
1
1
に
よ
る
と
、
レ
ヴ
 

ァ
イ
ン
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
皿
幕
と
そ
の
演
奏
に
も
 

な
か
な
か
造
詣
が
深
い
よ
う
で
、
「
自
分
は
、
あ
 

く
ま
で
現
代
の
楽
器
の
持
っ
表
現
上
の
可
能
性
 

の
方
に
関
心
タ
持
っ
て
い
る
人
問
で
す
が
」
と
 

こ
と
わ
っ
た
上
で
、
楽
器
笠
日
響
 
そ
し
て
オ
 

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
編
成
や
配
置
に
つ
い
て
い
ろ
い
 

ろ
と
興
味
深
い
意
見
キ
ユ
（
一
ぺ
て
い
る
。
少
し
長
 

く
な
る
が
、
そ
の
一
部
キ
前
”
か
せ
て
頂
こ
う
。
 

「
従
来
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
編
成
法
は
、
今
日
 

の
そ
1
1
に
比
べ
て
多
く
の
利
点
が
あ
る
と
、
私
 

は
確
信
し
て
い
ま
す
。
（
編
成
法
に
｝
変
化
が
あ
 

っ
た
の
は
疑
い
も
な
い
こ
と
で
す
ー
一
工
血
巴
 

紀
へ
の
転
撒
期
の
頃
、
そ
し
て
今
廿
紀
の
初
期
 

に
で
す
。
大
規
模
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
の
 

音
楽
の
多
く
は
、
明
ら
か
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
 

い
う
『
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
た
」
非
常
に
大
き
な
 

ー
つ
の
楽
器
群
の
た
め
に
書
か
れ
ま
し
た
。
し
 

か
し
、
‘
」
貧
的
に
は
、
マ
ー
ラ
ー
や
彼
の
同
時
 

代
作
曲
崇
●
よ
ロ
め
て
、
彼
ら
に
至
る
ま
で
の
音
 

楽
は
全
て
 

ず
っ
と
二
つ
の
独
立
し
た
ヴ
ァ
 

イ
オ
リ
ン
群
の
た
め
に
書
か
れ
て
い
た
の
で
す
。
 

こ
の
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
点
か
ら
明
白
な
こ
と
で
、
 

こ
の
観
点
か
ら
鑑
み
て
、
私
は
こ
れ
ら
の
音
楽
の
 

演
奏
に
は
、
音
識
的
に
作
ら
れ
た
も
う
ー
つ
の
 

特
徴
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
 

こ
の
特
徴
 

と
は
、
現
在
人
々
が
好
ん
で
し
て
い
る
こ
と
 

の
ー
つ
な
の
で
す
が
、
忠
語
を
見
て
、
各
楽
器
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リ
ン
が
音
楽
の
輪
郭
と
そ
の
変
化
を
と
て
も
く
 

っ
き
り
と
美
し
い
も
の
に
し
て
い
る
し
、
そ
の
 

間
に
は
さ
ま
れ
た
ヴ
ィ
オ
ラ
と
チ
ュ
ロ
と
コ
ン
 

ト
ラ
バ
ス
が
、
澄
明
な
響
き
に
ほ
ど
よ
い
厚
み
 

と
や
わ
ら
か
さ
を
加
、
、
明
滅
す
る
管
楽
器
と
 

と
も
に
す
ば
ら
し
い
男
汀
き
感
を
つ
く
っ
て
い
 

る。 第
一
塞
早
で
の
緊
張
と
肋
提
破
の
妙
 

ー
ー
 
三
一
番
「
パ
リ
」
 

し
か
し
、
レ
ヴ
ァ
イ
ン
の
こ
の
「
ク
現
代
版
中
 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
交
響
曲
ム
毒
ざ
の
演
奏
を
何
よ
 

り
も
魅
力
話
」
に
し
て
い
る
の
は
、
そ
里
日
楽
が
 

も
っ
軽
や
か
に
強
く
ひ
き
し
ま
っ
た
ヴ
ィ
ヴ
ィ
 

ッ
ド
な
推
進
力
で
あ
り
、
爽
や
か
に
強
い
止
太
叩
 

力
だ
ろ
う
。
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
弦
の
美
し
 

さ
を
こ
の
よ
う
に
見
事
に
ひ
き
締
ま
っ
た
カ
で
 

生
か
し
き
っ
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
演
奏
は
、
ち
 

ょ
っ
と
き
い
た
覚
え
が
な
い
。
 
シ
カ
ゴ
響
と
の
 

第
四
（
￥
と
第
四
一
番
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
 

に
、
レ
ヴ
ァ
イ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
演
奏
で
す
べ
 

て
の
繰
り
返
し
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
演
妻
 

の
も
つ
い
き
い
き
と
し
た
力
は
、
物
理
的
な
時
 

問
の
長
さ
を
ま
っ
た
く
感
じ
さ
せ
な
い
。
 

そ
し
て
、
こ
の
4
乗
に
か
け
る
レ
ヴ
ァ
イ
ン
 

の
自
信
は
、
そ
の
記
念
す
べ
き
第
一
集
冒
o
 

F
3
5
G

二
（
又
）
九
一
鳳
剛
」
を
、
め
っ
た
に
演
奏
 

さ
れ
な
い
第
一
云
U
番
ニ
長
調
K
ニ
O
ニ
で
開
始
 

し
た
と
こ
ろ
に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
 

よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
 
モ
ル
ト
・
ア
レ
グ
ロ
の
 

第
一
楽
章
の
軽
や
か
に
強
く
し
な
や
か
に
ひ
き
 

締
ま
っ
た
第
一
主
題
を
さ
い
た
だ
け
で
、
誰
も
 

が
略
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
．
弱
 

奏
で
う
た
わ
れ
る
第
二
中
憲
が
出
て
か
ら
の
緩
 

' 
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急
の
メ
リ
ハ
リ
の
す
ば
ら
し
さ
に
も
ほ
と
ほ
と
 

感
嘆
さ
せ
ら
れ
た
し
、
弦
楽
だ
け
で
演
奏
さ
れ
 

る
第
二
楽
章
で
は
、
左
右
に
分
か
れ
た
ヴ
ァ
イ
 

オ
リ
ン
配
置
の
効
果
を
ほ
の
か
な
哀
愁
を
お
び
 

た
歌
の
中
に
堪
能
さ
せ
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
 

ハ
イ
ド
ン
的
な
終
楽
章
の
軽
快
な
運
び
と
く
っ
 

き
り
と
彫
り
の
美
し
い
リ
ズ
ム
の
よ
さ
も
レ
ヴ
 

ァ
イ
ン
な
ら
で
は
の
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
曲
に
 

限
ら
ず
、
そ
う
し
た
レ
ヴ
ァ
イ
ン
の
指
”
坪
に
ウ
 

ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
が
と
て
も
し
な
や
か
に
租
極
 

的
な
反
応
を
示
し
て
い
る
の
も
印
象
的
で
、
美
 

し
く
張
っ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
響
き
が
演
奏
に
 

輝
か
し
い
集
殻
心
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
第
三
 

一
番
K
二
九
七
「
パ
リ
」
も
、
ま
こ
と
に
ヴ
ィ
 

ヴ
ィ
ッ
ド
な
魅
力
を
た
た
え
た
演
奏
で
、
第
一
 

楽
章
で
の
緊
張
と
恥
一
の
妙
は
、
レ
ヴ
ァ
イ
ン
 

の
指
揮
者
と
し
て
の
奥
の
深
さ
を
見
事
に
示
し
 

て
い
る
し
、
第
ニ
楽
章
の
組
綿
た
る
美
し
さ
に
 

は
、
思
わ
ず
た
め
息
が
で
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
速
 

い
楽
章
で
は
、
レ
ヴ
ァ
イ
ン
が
す
ば
ら
し
い
推
 

進
力
と
リ
ズ
ム
で
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
を
リ
ー
 

ド
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
遅
い
《
輩
 

で
は
、
レ
ヴ
ァ
イ
ン
の
爽
や
か
な
歌
に
ウ
ィ
ー
 

ン
・
フ
ィ
ル
が
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ら
で
は
 

の
や
わ
ら
か
な
奥
行
き
を
加
え
て
、
コ
ン
ビ
ネ
 

ー
シ
ョ
ン
の
よ
さ
を
大
い
に
路
揮
し
て
い
る
。
 

オ
ペ
ラ
指
増
一
の
面
目
躍
如
、
 

し
な
や
か
な
劇
性
を
深
め
る
 

第

二

九

番

 

第
ニ
集
［
D
G
O
四
一
九
一
八
九
・
一
二
は
、
 

第
二
九
番
K
二
O

一
と
第
三
四
番
K
三
三
八
の
 

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
だ
が
、
レ
ヴ
ァ
イ
ン
と
ウ
ィ
ー
 

ン
・
フ
ィ
ル
は
、
山
崩
の
か
審
曲
の
中
で
も
特
 

の
流
れ
を
現
代
と
同
等
の
音
力
基
準
で
捉
え
る
 

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
様
に
し
て
楽
譜
を
読
 

む
と
誤
解
を
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
a
 

こ
れ
で
は
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
し
に
、
つ
ま
 

り
そ
の
作
曲
家
固
有
の
記
譜
上
の
制
約
が
何
で
 

あ
っ
た
の
か
、
又
、
そ
れ
に
対
し
て
演
奏
様
式
 

上
、
ど
の
よ
う
に
演
奏
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
 

い
た
の
か
を
理
解
す
る
「
」
と
な
く
出
譲
を
読
む
 

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

（
古
典
派
の
音
 

楽
を
）
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
オ
ペ
ラ
や
マ
ー
ラ
ー
 

の
交
響
曲
を
演
奏
す
る
の
と
同
じ
楽
器
で
、
同
 

等
の
音
カ
で
漬
奏
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
明
ら
 

か
に
現
代
演
奏
に
お
け
る
曲
解
と
な
る
で
し
ょ
 

う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
で
は
、
よ
り
透
明
感
の
 

あ
る
、
よ
り
軽
や
か
な
演
奏
法
へ
と
発
達
し
て
 

い
っ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
対
し
て
、
チ
ェ
ロ
や
 

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
唇
き
が
非
常
に
重
く
な
る
か
 

ら
で
す
。
・
i
：
で
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
（
古
 

典
派
の
）
音
楽
を
現
代
の
楽
器
で
再
現
す
る
と
 

し
た
ら
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
亭
山
恒
や
し
、
チ
ェ
ロ
 

と
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
 

す
。
今
回
の
今
廠
米
で
は
そ
の
様
に
編
成
し
た
の
 

で
す
が
、
申
し
分
の
な
い
結
果
に
な
っ
て
い
る
 

と
思
い
ま
す
よ
。
・
i
：
」
（
ボ
リ
ド
ー
ル
の
宵
料
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よ
り
、
訳
／
パ
ベ
ル
‘
ィ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
】
 

こ
の
言
葉
の
よ
う
に
、
当
時
の
伝
統
に
従
っ
 

て
左
右
に
配
き
れ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
、
こ
れ
 

ら
の
演
奏
に
と
て
も
見
事
女
効
果
を
も
た
ら
し
 

て
い
る
。
ホ
グ
ウ
ッ
ド
の
全
葉
を
は
じ
め
プ
り
 

ュ
ッ
ヘ
ン
や
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
な
ど
、
最
近
は
モ
 

ー
ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲
に
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
器
 

に
よ
る
す
ぐ
れ
た
演
奏
が
次
々
と
現
わ
れ
て
い
 

る
が
、
レ
ヴ
ァ
イ
ン
は
、
そ
う
し
た
研
究
や
実
 

践
の
成
果
も
踏
ま
え
た
上
で
、
現
代
の
オ
ー
ケ
 

ス
ト
ラ
に
よ
っ
て
す
ば
ら
し
く
新
鮮
な
モ
ー
ツ
 

ァ
ル
ト
を
再
現
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
 

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
は
、
牛
山
唄
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
 

と
そ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
後
期
六
大
交
響
曲
策
」
 

を
完
成
し
た
ば
か
り
で
、
そ
の
演
奏
を
き
い
た
 

時
 
こ
う
い
う
ふ
う
に
音
が
存
分
に
鳴
り
き
っ
 

た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
も
と
て
も
い
い
も
の
だ
な
、
 

と
思
っ
た
も
の
だ
が
、
楽
器
編
成
や
照
叫
に
ま
 

で
細
か
く
神
皿
」
が
行
き
わ
た
ワ
た
レ
ヴ
ァ
イ
ン
 

の
演
奏
は
、
編
成
が
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
よ
り
も
 

い
く
分
小
さ
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
の
だ
ろ
う
 

が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
」
ム
”
に
鳴
リ
響
か
せ
る
 

と
と
も
に
、
細
部
ま
で
実
に
明
一
 

に
琢
磨
さ
れ
、
 

見
通
し
が
い
い
。
左
右
に
分
か
れ
た
ヴ
ァ
イ
オ
 

一

 

一 

に
人
気
の
高
い
第
ニ
九
番
で
も
、
こ
の
曲
の
魅
 

カ
を
一
新
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
 

な
め
ら
か
な
第
一
主
題
が
次
第
に
力
を
加
え
、
 

や
が
て
フ
ォ
ル
テ
に
達
す
る
湧
き
立
つ
よ
う
な
 

喜
び
と
4
」大m
感
は
本
当
に
日
釜
争
で
、
こ
の
冒
頭
 

だ
け
で
も
何
度
で
も
繰
り
返
し
て
き
き
た
い
ほ
 

ど
だ
っ
た
。
し
つ
と
り
と
し
た
第
二
楽
章
に
お
 

け
る
レ
ヴ
ァ
イ
ン
の
各
声
部
の
細
心
の
扱
い
と
、
 

ウ
ィ
ー
ン
ー
フ
ィ
ル
の
な
め
ら
か
な
音
楽
性
も
 

す
ば
ら
レ
い
。
し
な
や
か
な
劇
性
と
緊
張
感
を
 

秘
め
た
音
楽
に
レ
ヴ
ァ
イ
ン
の
オ
ペ
ラ
指
揮
者
 

と
し
て
の
終
鱗
が
い
か
ん
な
く
墨
緒
「
さ
れ
て
い
 

る
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
緩
徐
楽
章
に
は
、
モ
 

ー
ツ
ァ
ル
ト
報
者
と
し
て
の
レ
ヴ
ァ
イ
ン
の
 

天
賦
の
才
能
と
や
さ
し
さ
が
端
的
に
生
か
さ
れ
 

て
い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
第
三
四
番
の
晴
 

朗
な
力
と
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
な
ら
で
は
の
木
 

管
の
の
び
や
か
な
美
し
さ
、
そ
し
て
展
開
部
に
 

か
け
て
の
劇
性
の
深
ま
り
に
も
、
そ
う
し
た
こ
 

の
コ
ン
ビ
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
魅
力
が
鮮
や
か
 

に
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
 

V

P

O

な
ら
で
は
の
 

管
の
ト
リ
オ
が
 

味
わ
い
深
く
映
え
る
 

「
小
ト
短
調
第
二
五
番
 

第
ニ
五
番
K

ー
ハ
」
「
第
ニ
六
番
K

一
八
四
、
 

そ
し
て
第
ニ
七
番
K

一
九
九
の
三
曲
を
収
め
た
 

第
「
粟
〔
G
O
F
距
入
×
〕
八
O
風
回
］
も
、
 

ま
さ
に
青
年
期
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な
ら
で
は
の
 

美
し
く
張
り
つ
め
た
演
奏
で
あ
る
。
特
に
、
「
小
 

ト
短
調
」
は
、
従
来
の
こ
の
曲
の
イ
メ
ー
 
を
 

払
拭
す
る
よ
う
に
新
鮮
な
演
奏
で
、
第
一
楽
章
 

な
ど
そ
1
1
こ
そ
ど
こ
を
切
っ
て
も
血
が
出
そ
う
 

ど‘どr
'

l

●・‘‘』‘'r
鴫 鵬
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な
美
し
い
生
命
を
た
た
え
て
い
る
。
モ
ー
ッ
7
 

ル
ト
の
交
堺
曲
で
こ
ん
な
こ
と
を
い
う
の
は
変
 

だ
ろ
う
が
、
我
家
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
こ
ん
な
に
 

気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
鳴
り
き
っ
て
く
れ
た
こ
と
 

は
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
短
調
 

の
第
三
楽
章
の
毅
然
と
し
た
美
し
さ
に
も
完
全
 

に
脱
帽
で
、
そ
れ
だ
け
に
ウ
ィ
ー
ン
‘
フ
ィ
ル
 

な
ら
で
は
の
管
の
ト
リ
オ
が
い
っ
そ
う
味
わ
い
 

深
く
映
え
て
い
る
。
 

モ
ー
ッ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲
に
は
そ
1
1
ぞ
れ
す
 

ぐ
れ
た
演
奏
が
数
多
い
が
、
こ
の
レ
ヴ
ァ
イ
ン
 

と
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ほ
ど
、
そ
の
音
楽
の
生
 

命
を
鮮
や
か
に
明
ら
か
に
し
て
く
れ
た
演
奏
は
 

な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
 
こ
の
三
枚
 

の
デ
ィ
ス
ク
を
き
く
こ
と
は
、
ぼ
く
に
と
っ
て
 

は
、
プ
リ
ュ
ッ
ヘ
ン
と
十
八
世
紀
オ
ー
ケ
ス
ト
 

ラ
の
そ
れ
に
劣
ら
を
い
喜
び
だ
っ
た
。
第
ニ
期
 

の
発
売
が
、
そ
し
て
、
 

一
九
九
一
年
に
重
正
さ
 

れ
て
い
る
こ
の
限
り
な
く
新
鮮
な
「
ク
現
代
版
I
 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
交
響
曲
4
看
木
」
の
完
成
が
、
今
 

か
ら
待
た
れ
て
な
ら
な
い
。
つ
い
で
な
が
ら
、
 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
肖
像
画
を
手
に
、
レ
ヴ
ァ
イ
 

ン
が
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
も
な
か
な
 

か
モ
ダ
ン
で
素
敵
で
あ
る
己
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プリントアウト製品明細 

利用者氏名 吉田 英生 様 

受付日時 2024/1/5 10:00 

受付窓口 本館複写・プリントアウトカウンター 

精算処理ID 000878575 

申込件数 

申込枚数 2 枚 

プリントアウト申込内容詳細 

精算処理ID 

利用者ID 
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白黒 力ラ― 

A4 B4 A3 A4 B4 A3 

数量 2 0 0 0 0 0 

支払金額 

（税込） ￥35 

申込時刻 資料名 白黒 力ラー 

A4 B4 A3 A4 B4 A3 

09:40 レコード芸術36(1) (436) 2 0 0 0 0 0 
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